
平成 24 年度 

第２回 国営事業管理委員会（事後評価）技術検討会 

議事概要 

 

１ 開催日時  平成 24 年７月２日(月)13:00～14:30 

 

２ 場   所  さいたま合同庁舎２号館５階共用 AV 会議室 504 

 

３ 技術検討会委員 

    別紙のとおり 

 

４ 議事概要 

    委員からの主な発言について 

   

    ○点在している地すべりブロック対策として、きめ細やかに対応している印

象を持った。 

 

   ○地下水位は気候や降雨により大きく変動する幅を持ったものであるので、

今後地すべり活動の安定化の確認を継続していくためには、いつでも地下

水位やGPS等の観測ができるように観測点や観測施設を保持していくこと

が必要である。 

 

○本事業にて整備した施設の維持管理について、巡視員の高齢化もあり、マ

ニュアル等により、地域で的確に引き継いでいく必要がある。 

     

    ○今後の課題に地域農業の持続に係る取り組みとして、新たな動きの事例を

追記できないか。 

 

 

 

 

 



（別 紙） 
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